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お
正
月
遊
び

〈
内
容
〉
　

は
ね
つ
き
、
た
こ
あ

げ
、
か
る
た
な
ど
、
昔
か
ら
伝
わ

る
お
正
月
遊
び
で
子
ど
も
も
大
人

も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。　

〈
日
時
〉
　

平
成
30
年
１
月
13
日

㈯　

午
後
１
時
〜
同
３
時　
〈
場

所
〉
　

ふ
れ
あ
い
の
館
（
八
坂
町
）　

〈
対
象
〉
　

市
内
の
小
学
生
と
保
護

者　
〈
費
用
〉
　

無
料　
〈
定
員
〉
　

20
人
（
先
着
順
）　
〈
申
込
期
間
〉
12

月
15
日
㈮
〜
平
成
30
年
１
月
９
日

㈫　
〈
持
ち
物
〉
　

動
き
や
す
い
服

装
、
飲
み
物
な
ど　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

ふ
れ
あ
い
の
館

☎
25-

４
４
５
２
番　

※
電
話
か
、

直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

親
子
冬
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

〈
内
容
〉
親
子
が
一
緒
に
な
っ
て

ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。こ
の
体
験
を

通
じ
て
、
手
作
り
の
楽
し
さ
を
知

り
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま

し
ょ
う
。　
〈
日
時
〉
平
成
30
年
１

月
13
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
同

４
時　
〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）

調
理
実
習
室　
〈
対
象
〉
市
内
の
小

学
生
と
保
護
者　
〈
定
員
〉
16
組　

〈
費
用
〉
１
組
１
、
７
０
０
円
（
受

講
料
５
０
０
円
、
材
料
費
１
、
２
０
０
円
）　

〈
申
込
期
間
〉
12
月
15
日
㈮
〜
同

26
日
㈫
（
必
着
）　

※
申
込
者
多
数

の
場
合
は
公
開
抽
選
（
12
月
27
日

㈬
午
前
10
時
〜
、「
ウ
ィ
ズ
」
会
議
室
）　

〈
託
児
〉
１
人
３
０
０
円
（
０
歳
〜

就
学
前
、
要
予
約
）　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２
２-

０

０
４
１　

平
田
町
６
７
０
）
☎
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
往
復
は

が
き
の
往
信
の
裏
面
に
①
受
講
希

望
講
座
名
②
受
講
者
氏
名（
親
子
そ

れ
ぞ
れ
に
ふ
り
が
な
も
記
入
）③
在
籍

小
学
校･

学
年
④
郵
便
番
号
⑤
住

所
⑥
電
話
番
号
（
あ
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
）
⑦
託
児
を
希
望
す
る
人
は
子

ど
も
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
と
生
年

月
日
を
、
返
信
の
表
面
に
①
郵
便

番
号
②
住
所
③
氏
名
（
保
護
者
名
）

を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
ナ
イ
ト
参
加
者

〈
内
容
〉
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連

合
日
本
セ
ン
タ
ー
の
英
語
教
官
や

留
学
生
と
、
日
本
や
滋
賀
県
、
米

国
や
ミ
シ
ガ
ン
州
に
関
す
る
ク
イ

ズ
を
通
し
て
、
楽
し
く
交
流
し
ま

す
。　
〈
日
時
〉平
成
30
年
１
月
17

日
㈬　

午
後
７
時
〜
同
８
時
30
分　

〈
場
所
〉ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合

日
本
セ
ン
タ
ー
（
松
原
町
）
ロ
ビ
ー　

〈
対
象
〉
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
人
（
高
校
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

〈
定
員
〉
30
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

無
料　
〈
申
込
期
間
〉12
月
18
日
㈪

〜
平
成
30
年
１
月
12
日
㈮　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
ミ
シ
ガ
ン

州
立
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー
☎

26-

３
４
０
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９

３
５
６
番
、m

ichigan@
jcm

u.
net

、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.
jcm

u.net　

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
同

時
に
３
人
ま
で
可
）。

み
そ
づ
く
り
体
験

〈
内
容
〉
伝
統
食
の
良
さ
の
再
確

認
や
、
地
産
地
消
の
実
践
に
つ
な

げ
る
た
め
、
み
そ
づ
く
り
体
験
を

行
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉
平
成
30

年
１
月
27
日
㈯
・
同
28
日
㈰　

い

ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
同
４
時　

〈
場
所
〉
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

（
清
崎
町
）　
〈
対
象
〉市
内
在
住
・
在

学
・
在
勤
で
、グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ

ね
で
の
「
み
そ
づ
く
り
体
験
」
に

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人　
〈
定

員
〉両
日
と
も
20
組（
先
着
順
）　

※

親
子
で
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。　

〈
費
用
〉１
組
２
、５
０
０
円　
〈
申

込
期
間
〉
12
月
20
日
㈬
〜
平
成
30

年
１
月
10
日
㈬　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

☎
25-

３
９
０
９
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７
２
番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
①
氏
名
（
参
加
者
全
員
）
②
住
所

③
電
話
番
号
④
希
望
日
を
伝
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

春
休
み
・
平
成　30
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

〈
対
象
〉
働
い
て
い
る
な
ど
の
理

由
で
昼
間
に
保
護
者
が
保
育
で
き

な
い
児
童　

※
小
学
校
低
学
年
を

優
先
と
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合

は
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。　
〈
開
室
期
間
〉
▼
①
学
年

末
休
業
期
間　

平
成
30
年
３
月
26

日
㈪
〜
同
31
日
㈯ 

▼
②
学
年
始

休
業
期
間　

同
年
４
月
２
日
㈪
〜

同
９
日
㈪　
【
時
間
】
①
②
と
も 

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
30
分　

▼

③
平
成
30
年
度
通
年　

同
年
４
月

２
日
㈪
〜
平
成
31
年
３
月
30
日
㈯　

【
時
間
】
平
日　

放
課
後
〜
午
後

６
時
30
分
、
土
曜
日
・
振
替
休
業

日
・
長
期
休
業
（
学
年
始
・
夏
・
冬
・

学
年
末
）　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

30
分　
〈
費
用
〉
①
②
は
そ
れ
ぞ

れ
１
人
３
千
円
、
③
は
１
人
６
千

円 

（
月
額
）　

※
学
級
費
が
別
途
必

要　
〈
注
意
事
項
〉
通
年
の
申
し

込
み
で
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
在

籍
し
て
い
る
人
や
、
４
月
２
日
か

ら
入
会
す
る
人
は
、
①
②
の
負
担

金
３
千
円
は
月
額
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。（
夏
季
休
業
・
土
曜
日
利
用
に

か
か
る
費
用
は
、
別
途
必
要
）
場
所
・

定
員
は
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。　
〈
申
込
期

間
〉
平
成
30
年
１
月
４
日
㈭
〜
同

16
日
㈫　
〈
申
込
方
法
〉①
〜
③
と

も
、
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
就
労
証
明
書
な
ど
を
添
付
の

う
え
、
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　
〈
そ
の

他
〉
詳
し
く
は
各
小
学
校
内
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
る 

「
入
会

の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
生
涯
学
習
課

☎
24-

７
９
７
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番
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陶芸体験
内容　陶芸に親しみ、オリジナルの作品を作りましょう。
日時　平成30年2月10日㈯、同24日㈯、３月10日㈯、
同24日㈯（全4回連続講座）
　いずれも10：00～12：00
対象　陶芸に興味のある人（20歳以上）
費用　各回1,000円（材料費など）
※作品の種類により別途料金が必要になります。

荒神山自然の家 からのお知らせ

申し込みや詳しい内容などは、
彦根市ホームページをご覧いただ
くか、お問い合わせください。
申込・問い合わせ先
　 荒神山自然の家☎28-1871、
　FAX28-1872

荒神山アドベンチャープログラム（ＫＡＰ）体験会
内容　仲間づくりの手法を楽しみながら学びましょう。
日時　平成 30年 2月 10日㈯、同 17日㈯（全2回連
続講座）　いずれも10：00～15：00　

対象　仲間づくりの手法や手順を体得したい人、興味
や関心のある人

費用　各回570円（昼食代）

木工工作体験
内容　自然物や好みの材料を使って工作しましょう。
日時　平成 30 年 2 月 18 日㈰、３月 11 日㈰、同 25
日㈰（全3回連続講座）いずれも10：00～12：00

対象　木工工作に興味のある人（18歳以上）
費用　各回500円（材料費など）
※作品の種類により別途材料費などが必要になります。

　低炭素社会を構築するためには、家庭や職場で使
用するエネルギー使用量を少なくすることにより、
二酸化炭素の排出量を削減することが大切です。　
今回は、暖房機器のエネルギー使用量を削減できる

「ちょっとした工夫」を紹介します。
▶冬のエアコンの設定温度は 20℃を目安に
　寒くなると欠かせない暖房ですが、設定温度が高
すぎて部屋が温まりすぎていませんか。
　暖房の設定温度は20℃を目安に設定することで、
二酸化炭素の削減に効果があります。また、エアコ
ンは必要な時だけ使用すること、フィルターをこま
めに掃除することも大切です。

▶電気カーペットも省エネを心がけて
　電気カーペットの設定温度も一段階低くするな
ど、省エネを心がけましょう。
　また、電気カーペットは床にじかに敷くと、暖房
効率が下がります。断熱マットなどを敷くと省エネ
効果が高まります。

▶彦根市の全世帯で取り組もう
　低炭素社会をつくるためには、自分ひとりがエネ
ルギーの削減に取り組んでも効果がない、と思って
いませんか。
　一人ひとりがエネルギーの削減を心がけ、彦根市
の全世帯が省エネに取り組むことで、大きな効果が
得られます。

※出典：経済産業省資源エネルギー庁「家庭の省エ
ネ徹底ガイド」

問い合わせ先
　 生活環境課☎ 30-6116、FAX27-0395

低炭素社会推進トピックス　暖房機器でのひと工夫 

【年間】電気⇨ 185.97kWの削減
　　　 CO2⇨ 106.0kgの削減
　　　 約 5,020円の節約（※）

彦根市の全世帯が冬場の暖房時の設定
温度を 21℃から 20℃に下げると・・・

【年間】CO2⇨約 4,000トンの削減
（杉の木の吸収量にすると約 28万本分）

【年間】電気⇨ 53.08kWの削減
　　　 CO2⇨ 30.3kgの削減
　　　 約 1,430円の節約（※）

冬場の暖房時の設定温度を
21℃から 20℃にすると・・・

3畳用の電気カーペットの設定
を「強」から「中」にすると・・・


